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主主主主        題題題題：：：：あなたにあなたにあなたにあなたに与与与与えられたえられたえられたえられた賜物賜物賜物賜物    

聖書箇所聖書箇所聖書箇所聖書箇所：：：：コリントコリントコリントコリント人人人人へのへのへのへの手紙第一手紙第一手紙第一手紙第一    １２１２１２１２章章章章４４４４－－－－７７７７節節節節    
 

 先日、私にとって少しうれしいことがありました。プレゼントをもらう機会があったのです。バレン

タインのプレゼントを姪と英会話の生徒からもらいました。この二人は私以外にもチョコレートをあげ

た相手があるのですが、それにはある共通点がありました。それは手作りのチョコレートに相手の名前

が綴られて、メッセージも添えられていたことです。普段、親しく交わっている人にはより良いものを

あげたいと子どもながらにも考えるのだなぁと思いました。プレゼントをもらうのはうれしいことです

が、反対にあげる場合はどうでしょう？その人の喜ぶもの、ふさわしいものをあげようとします。 

ここで私たちが考えてみたいことは、神もあなたにすばらしいプレゼントをくださっているというこ

とです。皆さんはそのプレゼントを把握しておられますか？救いのプレゼントは最もすばらしいプレゼ

ントですが、それだけでなく、他にもすばらしいプレゼントを神は皆さんに与えてくださっているので

す。今日はみことばからそのことを見て行きます。聖書の箇所を読みます。 

コリント人への手紙第一１２章４－７節「「「「さてさてさてさて、、、、御霊御霊御霊御霊のののの賜物賜物賜物賜物にはいろいろのにはいろいろのにはいろいろのにはいろいろの種類種類種類種類がありますががありますががありますががありますが、、、、御霊御霊御霊御霊はははは同同同同じじじじ

御霊御霊御霊御霊ですですですです。。。。:5 :5 :5 :5 奉仕奉仕奉仕奉仕にはいろいろのにはいろいろのにはいろいろのにはいろいろの種類種類種類種類がありますががありますががありますががありますが、、、、主主主主はははは同同同同じじじじ主主主主ですですですです。。。。:6 :6 :6 :6 働働働働きにはいろいろのきにはいろいろのきにはいろいろのきにはいろいろの種類種類種類種類がありますががありますががありますががありますが、、、、

神神神神はすべてのはすべてのはすべてのはすべての人人人人のののの中中中中ですべてのですべてのですべてのですべての働働働働きをなさるきをなさるきをなさるきをなさる同同同同じじじじ神神神神ですですですです。。。。:7 :7 :7 :7 しかししかししかししかし、、、、みなのみなのみなのみなの益益益益となるためにとなるためにとなるためにとなるために、、、、おのおのにおのおのにおのおのにおのおのに御霊御霊御霊御霊のののの

現現現現われがわれがわれがわれが与与与与えられているのですえられているのですえられているのですえられているのです。」。」。」。」、、、、ここからパウロは１２－１４章に「賜物」、神のプレゼントについて

記して行くのですが、まず、そのように記すことになった背景について簡単に見ましょう。コリントの

教会は賜物に関して間違った考えがあったのです。人の目に付く目立った働きはすばらしい賜物で、余

り目立たないものは価値がない賜物だと考えていたこと、また、与えられた賜物を用いていろいろな働

きをするのですが、目立つような賜物をもらっている人に対しては「あの人はすばらしく霊的な人だ」

と評価し、目立たない賜物をもっている人は霊的でないと見なすという、そのような考えをもった人た

ちが集まっていたのです。それによって教会の中で人に優劣を付けるという状況になっていました。そ

れに対してパウロは「あなたたちは間違っている。そのようなことは決してない。」と、神が与えてく

ださる賜物について書き記して行くのです。今日は、先ほど読んだ箇所から、クリスチャンに与えられ

た賜物について学んで行きます。それによって、皆さんお一人ひとりが賜物について正しく理解し正し

く用いる者になっていただきたいと思います。 

☆☆☆☆クリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャンにににに与与与与えられたえられたえられたえられた賜物賜物賜物賜物    
１１１１・・・・賜物賜物賜物賜物のののの原則原則原則原則        ４４４４－－－－６６６６節節節節    

 賜物について、大きく分けて二つのことを見て行きます。まず、「賜物の原則」を考えて行きましょ

う。そして、ここから三つの原則を考えてみます。 

１１１１））））賜物賜物賜物賜物はははは同同同同じじじじ御霊御霊御霊御霊によってによってによってによって与与与与えられるえられるえられるえられる        ４４４４節節節節    

賜物は同じ御霊によって与えられていると教えられています。４節に「「「「御霊御霊御霊御霊のののの賜物賜物賜物賜物にはいろいろのにはいろいろのにはいろいろのにはいろいろの種類種類種類種類がががが

ありますがありますがありますがありますが、、、、」」」」とあります。先ず、「賜物」とは何でしょう？それは「無償で、恵みによって与えられる

もの」です。それゆえに、何か良いことをしたから得られるものではありません。その人がすばらしい

から与えられるというものでもありません。ただ、一方的に恵みとして与えられるもの、それが賜物で

す。そして、賜物は何かをするときの力であったり、また、何かをする性質であったりします。それは

みことばによると「「「「いろいろのいろいろのいろいろのいろいろの種類種類種類種類がありますがありますがありますがあります」」」」。この「「「「種類種類種類種類」」」」ということばは「分配、分与」、つまり、

分けて配る、分けて与えるという意味をもっています。御霊が賜物を分けて配っているということです。

そして、この「「「「種類種類種類種類」」」」の動詞形がⅠコリント１２：１１に使われています。「「「「しかししかししかししかし、、、、同一同一同一同一のののの御霊御霊御霊御霊がこれらがこれらがこれらがこれら

すべてのことをなさるのであってすべてのことをなさるのであってすべてのことをなさるのであってすべてのことをなさるのであって、、、、みこころのままにみこころのままにみこころのままにみこころのままに、、、、おのおのにそれぞれのおのおのにそれぞれのおのおのにそれぞれのおのおのにそれぞれの賜物賜物賜物賜物をををを分分分分けけけけ与与与与えてくださるのですえてくださるのですえてくださるのですえてくださるのです。」。」。」。」、

ここにある「「「「分分分分けけけけ与与与与えてくださるえてくださるえてくださるえてくださる」」」」ということばがそれです。「「「「同一同一同一同一のののの御霊御霊御霊御霊がががが……………………それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの賜物賜物賜物賜物をををを分分分分けけけけ与与与与ええええ

てくださるてくださるてくださるてくださる」」」」というわけです。つまり、同じ御霊によって賜物が与えられていると言われているのです。 

このように賜物は御霊によって分与されるのですから、当然、そこにはいろいろ種類があるわけです。

では、その「賜物の種類」とはどのようなものがあるのでしょう？ローマ人への手紙１２：６－８をご

覧ください。「「「「私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、与与与与えられたえられたえられたえられた恵恵恵恵みにみにみにみに従従従従ってってってって、、、、異異異異なったなったなったなった賜物賜物賜物賜物をををを持持持持っているのでっているのでっているのでっているので、、、、もしそれがもしそれがもしそれがもしそれが預言預言預言預言であればであればであればであれば、、、、

そのそのそのその信仰信仰信仰信仰にににに応応応応じてじてじてじて預言預言預言預言しなさいしなさいしなさいしなさい。。。。:7 :7 :7 :7 奉仕奉仕奉仕奉仕であればであればであればであれば奉仕奉仕奉仕奉仕しししし、、、、教教教教えるえるえるえる人人人人であればであればであればであれば教教教教えなさいえなさいえなさいえなさい。。。。:8 :8 :8 :8 勧勧勧勧めをするめをするめをするめをする人人人人であれであれであれであれ

ばばばば勧勧勧勧めめめめ、、、、分分分分けけけけ与与与与えるえるえるえる人人人人はははは惜惜惜惜しまずにしまずにしまずにしまずに分分分分けけけけ与与与与ええええ、、、、指導指導指導指導するするするする人人人人はははは熱心熱心熱心熱心にににに指導指導指導指導しししし、、、、慈善慈善慈善慈善をををを行行行行なうなうなうなう人人人人はははは喜喜喜喜んでそんでそんでそんでそれをしなされをしなされをしなされをしなさ

いいいい。」。」。」。」と、これらが御霊が与えてくださる賜物であると言うのです。ここに記されている賜物のうち、実



際に、当時あった賜物で現在はもう存在しない賜物があることに私たちは気をつけておかなければいけ

ません。Ⅰコリント１２章には「いやし」「奇蹟」「異言」の賜物が記されていますが、これらは今は

もう失せてしまったものです。聖書という神の完全な啓示の書が与えられているゆえに、これらはもう

必要がないのです。しかし、その他の賜物は現在もあることを教えています。 

先ほども見た通り、御霊はその人にふさわしい賜物を分け与えてくれています。ローマ書にも「「「「与与与与えらえらえらえら

れたれたれたれた恵恵恵恵みにみにみにみに従従従従ってってってって、、、、異異異異なったなったなったなった賜物賜物賜物賜物をををを持持持持っているっているっているっている」」」」とある通りです。つまり、一人ひとりに神が与えてくださ

った賜物はそれぞれ違う、まったく同じものはないということです。そして、その賜物は同じ御霊によ

って与えられるのです。だから、４節の最後には「「「「御霊御霊御霊御霊はははは同同同同じじじじ御霊御霊御霊御霊ですですですです。。。。」」」」と記されているのです。もし、

与える人がたくさんいるなら、そこには不公平が起こるかもしれません。しかし、神がクリスチャンに

くださる賜物は同じ御霊によって、その人にふさわしいものであるとみことばは私たちに教えます。 

では、その賜物をもっている人はどのような人でしょう。御霊をもっている人です。御霊を得ている

人は、イエス・キリストを自分の救い主と信じ、そして、イエス・キリストを自分の主として従って行

こうとします。１２：３にはこのように記されています。「「「「…………神神神神のののの御霊御霊御霊御霊によってによってによってによって語語語語るるるる者者者者はだれもはだれもはだれもはだれも、「、「、「、「イエスイエスイエスイエス

はのろわれよはのろわれよはのろわれよはのろわれよ。」。」。」。」とととと言言言言わずわずわずわず、、、、またまたまたまた、、、、聖霊聖霊聖霊聖霊によるのでなければによるのでなければによるのでなければによるのでなければ、、、、だれもだれもだれもだれも、「、「、「、「イエスイエスイエスイエスはははは主主主主ですですですです。」。」。」。」とととと言言言言うことはできまうことはできまうことはできまうことはできま

せんせんせんせん。」。」。」。」、つまり、イエスを主と告白する人です。つまり、皆さん、この賜物はクリスチャンに与えられ

ていると、そのように教えているのです。 

２２２２））））御霊御霊御霊御霊はははは同同同同じじじじ主主主主のためにのためにのためにのために用用用用いるいるいるいる        ５５５５節節節節            

御霊によって与えられた賜物は、能力、性質、性格などですが、それをどのように用いるのでしょう？

自分のためですか？それはノーです。だれのために用いるのですか？二つ目の原則はクリスチャンには

主のために用いる賜物が与えられているということです。５節に「「「「奉仕奉仕奉仕奉仕にはいろいろのにはいろいろのにはいろいろのにはいろいろの種類種類種類種類がありますががありますががありますががありますが、、、、」」」」

とあります。それぞれにふさわしい賜物が与えられているなら、そこには「「「「いいいいろいろのろいろのろいろのろいろの種類種類種類種類」」」」の働き、奉

仕が生まれます。だから、「「「「奉仕奉仕奉仕奉仕にはいろいろのにはいろいろのにはいろいろのにはいろいろの種類種類種類種類がありますががありますががありますががありますが、、、、」」」」と記されているのです。そして、「「「「奉奉奉奉

仕仕仕仕」」」」ということばは「仕える務め、世話」という意味があります。つまり、自分のためにするものではな

い。何かを得るためにするものでもないのです。また、自己主張するために賜物が与えられているので

もありません。仕えるために与えられているのです。では、だれに仕えるためでしょう？自分の主人に

仕えるためです。それは先ほど見た通りイエス・キリストです。だから、５節の続きに「「「「主主主主はははは同同同同じじじじ主主主主ですですですです。」。」。」。」

とあるのです。イエスに仕えてイエスのために奉仕の働きを為すということです。エペソ４：１２に「「「「そそそそ

れはれはれはれは、、、、聖徒聖徒聖徒聖徒たちをたちをたちをたちを整整整整えてえてえてえて奉仕奉仕奉仕奉仕のののの働働働働きをさせきをさせきをさせきをさせ、、、、キリスキリスキリスキリストトトトのからだをのからだをのからだをのからだを建建建建てててて上上上上げるためでありげるためでありげるためでありげるためであり、」、」、」、」と記されている通り

です。    

３３３３））））賜物賜物賜物賜物はははは同同同同じじじじ神神神神がががが働働働働いてくださるいてくださるいてくださるいてくださる        ６６６６節節節節            

賜物の三つ目の原則は「同じ神が働いてくださる」ということです。つまり、賜物は自分の力ではな

く神の力によって為されるということです。６節「「「「働働働働きにはいろいろのきにはいろいろのきにはいろいろのきにはいろいろの種類種類種類種類がありますががありますががありますががありますが、、、、神神神神はすべてのはすべてのはすべてのはすべての人人人人のののの

中中中中ですべてのですべてのですべてのですべての働働働働きをなさるきをなさるきをなさるきをなさる同同同同じじじじ神神神神ですですですです。」。」。」。」。いろいろの賜物がありいろいろの奉仕があるなら、そこにはい

ろいろの働きが出てきます。「「「「働働働働きききき」」」」とは「力の作用、力の活動」という意味で、働きに用いる、また、

働きに必要な「力」のことを指しています。たとえば、物を運ぶときどのような力が要りますか？運ぶ

力が必要です。また、計算したり文章を書くときは頭を使う力が必要です。これら体力、知力ともに神

が与えてくれているとみことばは教えています。「「「「神神神神はすべてのはすべてのはすべてのはすべての人人人人のののの中中中中ですべてのですべてのですべてのですべての働働働働きをなさるきをなさるきをなさるきをなさる同同同同じじじじ神神神神ですですですです。」。」。」。」

と記されています。つまり、働きに必要な力は神のものであり、神が与えてくださり、神が働くことに

よってその働きができるわけです。ピリピ２：１３「「「「神神神神はははは、、、、みこころのままにみこころのままにみこころのままにみこころのままに、、、、あなたがたのうちにあなたがたのうちにあなたがたのうちにあなたがたのうちに働働働働いていていていて志志志志

をををを立立立立てさせてさせてさせてさせ、、、、事事事事をををを行行行行なわせてくださるのですなわせてくださるのですなわせてくださるのですなわせてくださるのです。」。」。」。」、神が願っておられる思いを神が働いてクリスチャン一人

ひとりに与えてくださり、それに力を与えて事を行なわせてくださる、そのことを成し遂げさせてくだ

さると言うのです。また、エペソ１：１９－２０にはクリスチャンのうちに働いてくださる神の力がい

かにすごいものかが記されています。「「「「またまたまたまた、、、、神神神神のののの全能全能全能全能のののの力力力力のののの働働働働きによってきによってきによってきによって私私私私たちたちたちたち信信信信じるじるじるじる者者者者にににに働働働働くくくく神神神神のすぐれのすぐれのすぐれのすぐれ

たたたた力力力力がどのようにがどのようにがどのようにがどのように偉大偉大偉大偉大なものであるかをなものであるかをなものであるかをなものであるかを、、、、あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが知知知知ることができますようにることができますようにることができますようにることができますように。。。。:20 :20 :20 :20 神神神神はははは、、、、そのそのそのその全能全能全能全能のののの力力力力ををををキキキキ

リストリストリストリストのうちにのうちにのうちにのうちに働働働働かせてかせてかせてかせて、、、、キリストキリストキリストキリストをををを死者死者死者死者のののの中中中中からよみがえらせからよみがえらせからよみがえらせからよみがえらせ、、、、天上天上天上天上においてごにおいてごにおいてごにおいてご自分自分自分自分のののの右右右右のののの座座座座にににに着着着着かかかかせてせてせてせて、」、」、」、」、

「「「「神神神神のののの全能全能全能全能のののの力力力力」」」」が働くのです。それは「「「「キリストキリストキリストキリストをををを死者死者死者死者のののの中中中中からよみがえらせるからよみがえらせるからよみがえらせるからよみがえらせる」」」」力、まさに、その力が私

たちのうちに働いてくださると言うのです。神の全能の力が私たちのうちにあるなら、怖いものは何一

つありません。 

「賜物」を考えるとき、すべてが神によって為されるものであることが分かります。無償で与えられ

るものであり、与えられた後も自分の力ではなく、与えられている神の力によって働きを為すことがで

きるのです。それゆえ、人間はこの「賜物」に関して何一つ誇ることはできません。すべて神が為して

くださっているからです。私たちはこのことを正しく理解しておく必要があります。そうでなければ、

何か自分がしたように勘違いしてしまうことがあるからです。私がこのようなすばらしい働きをしたの



だと、高ぶる思いを持ってしまうかもしれません。また、目立たない働きを見下してしまうようなこと

が起こるかもしれません。また、私はこんな賜物しか持っていないと自己卑下をしてしまうかもしれま

せん。これらは間違ったものです。同じ聖霊なる神がクリスチャンに賜物を与え、主なるキリストのた

めにその賜物を用いる、そして、その力の元は神が与えてくださっていると、そのことを私たちが本当

に知るなら、私たちができることは賜物を与えてくださった神を誉め称えることだけです。 

パウロ自身、そのことをよく理解していたから、彼はこのように告白しています。エペソ３：７「「「「私私私私はははは、、、、

神神神神のののの力力力力のののの働働働働きによりきによりきによりきにより、、、、自分自分自分自分にににに与与与与えられたえられたえられたえられた神神神神のののの恵恵恵恵みのみのみのみの賜物賜物賜物賜物によってによってによってによって、、、、このこのこのこの福音福音福音福音にににに仕仕仕仕えるえるえるえる者者者者とされましたとされましたとされましたとされました。」。」。」。」、まず、

「「「「神神神神のののの力力力力のののの働働働働きききき」」」」があり、それは「「「「自分自分自分自分にににに与与与与えられたえられたえられたえられた神神神神のののの恵恵恵恵みのみのみのみの賜物賜物賜物賜物」」」」のうちにその力が働いて、「「「「福音福音福音福音にににに仕仕仕仕

えるえるえるえる」」」」者となった、イエス・キリストのこと、イエス・キリストが語ったことを伝える者として用いられ

るようになった、「「「「仕仕仕仕ええええるるるる者者者者とととと」」」」なったと言うのです。 

賜物の原則、神がクリスチャンに与えてくださった賜物はこのようなものであるとパウロは教えるの

です。 

２２２２．．．．賜物賜物賜物賜物のののの活用活用活用活用        ７７７７節節節節    

クリスチャンに与えられた賜物についての二つ目は「賜物の活用」ということです。賜物とはど

のようなもので、賜物を与えられた一人ひとりはそれを活用して行かなければいけないということ

を理解する必要があります。また、ここでも三つのことを見て行きます。 

１１１１））））一人一人一人一人ひとりにひとりにひとりにひとりに与与与与えられたえられたえられたえられた賜物賜物賜物賜物    

 一人ひとりに与えられた賜物を活用するということです。Ⅰコリント１２：７に「「「「しかししかししかししかし、、、、おおおおのおのおのおのお

のにのにのにのに」」」」と記されています。つまり、賜物はクリスチャンひとり一人に与えられているのです。それゆ

えに「私には賜物がありません」と言うことは決してできません。ある人は「私は確かに救われて

います。感謝です。でも、私には賜物なんて何一つないです。」と考えたり言ったりするなら、そ

れは神をうそつき呼ばわりすることになるのです。なぜなら、みことばは「「「「おおおおのおのにのおのにのおのにのおのに」」」」と、ひとり

一人に与えられているとはっきりと記されているからです。もし、ここに「ある特定の人に」とか

「一部の人に」と書かれているなら、「私には賜物はありません」と言うこともできるでしょう。

でも、そうではないのです。みことばはクリスチャンひとり一人に賜物が与えられていると教えて

いるのに、もし、私たちが「賜物がない」と言うなら神を信頼していないこと、神を信じていない

ことになってしまいます。 

 また、パウロはエペソ４：７－８でも「「「「しかししかししかししかし、、、、私私私私たちはひとりひとりたちはひとりひとりたちはひとりひとりたちはひとりひとり、、、、キリストキリストキリストキリストのののの賜物賜物賜物賜物のののの量量量量りにりにりにりに従従従従ってってってって

恵恵恵恵みをみをみをみを与与与与えられましたえられましたえられましたえられました。。。。:8 :8 :8 :8 そこでそこでそこでそこで、、、、こうこうこうこう言言言言われていますわれていますわれていますわれています。「。「。「。「高高高高いいいい所所所所にににに上上上上られたときられたときられたときられたとき、、、、彼彼彼彼はははは多多多多くのくのくのくの捕虜捕虜捕虜捕虜をををを引引引引きききき連連連連れれれれ、、、、

人人人人々々々々にににに賜物賜物賜物賜物をををを分分分分けけけけ与与与与えられたえられたえられたえられた。」。」。」。」と記しています。ここでも私たちひとり一人は「「「「キキキキリストリストリストリストのののの賜物賜物賜物賜物のののの量量量量りにりにりにりに

従従従従ってってってって恵恵恵恵みをみをみをみを与与与与えられましたえられましたえられましたえられました。。。。」」」」と言うのです。つまり、一人ひとりにふさわしいちょうどよい賜物が

与えられているのですと、そのことをこの箇所でも見ることができるわけです。そして、Ⅰコリン

ト１２：１８ではこのように記されています。「「「「しかしこのとおりしかしこのとおりしかしこのとおりしかしこのとおり、、、、神神神神はみこころにはみこころにはみこころにはみこころに従従従従ってってってって、、、、からだのからだのからだのからだの中中中中にににに

それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの器官器官器官器官をををを備備備備えてくださったのですえてくださったのですえてくださったのですえてくださったのです。」。」。」。」と。賜物は器官と同じようなものだと言うのです。私たち

のからだを見た時にいろいろなものから成り立っていることが分かります。頭の先からつま先まで

見る時、幾つの部分から成り立っているのか私は知りませんが、数えることができないほど多くの

部分から成り立っているわけです。それが集まって一つのからだとなっているわけで、その器官の

一つ一つはどの器官であっても、必要なものとして与えられています。すべてが必要なのです。 

２２２２））））賜物賜物賜物賜物はははは用用用用いるためにいるためにいるためにいるために与与与与えられているえられているえられているえられている    

なぜ必要なのでしょう？それは用いるために必要なのです。それゆえ、皆さんひとり一人が器官

であり、器官として用いる必要があると言うのです。賜物とはどのようなものか、どのように活用

するのか、二つ目は、用いるために与えられた賜物を活用することです。ただ何となく与えられた、

与えられたからそのままで何もしなくてもいいというのではないのです。それをしっかりと使うた

めに与えられたのです。７節に「「「「おのおのにおのおのにおのおのにおのおのに御霊御霊御霊御霊のののの現現現現われがわれがわれがわれが与与与与えられているのですえられているのですえられているのですえられているのです。」。」。」。」と書かれていること

から分かります。ここで少し考えてみたいことは「「「「御霊御霊御霊御霊のののの現現現現われわれわれわれ」」」」ということばです。これは何のこ

とでしょう？文脈から見る「御霊の賜物」のことを話しているので、与えられるものは賜物ですか

ら、「「「「現現現現われわれわれわれ」」」」とは御霊の賜物のことです。では、なぜここで「御霊の賜物が与えられている」と書

かなかったのでしょう？この「「「「現現現現われわれわれわれ」」」」ということばは「明らかにする、公に示すこと」という意味

があります。つまり、賜物は用いることによってはっきりと現わされる、明らかにされる、公に示

されるものであるということを私たちに教えているのです。     

 賜物は神がクリスチャンひとり一人に与えてくださったものです。しかし、その後はそれを使お



うが使うまいが与えられた者の自由だ、勝手だと、そのようなものではありません。そうではなく

て、賜物は与えられた後にしっかりと用いるため、使うために与えられているのです。用いなけれ

ば現わすことができません。例えば、力持ちを現わそうとするなら、重い物を持ち上げることによ

って「あぁ、あの人は力持ちだ」と分かります。筋肉隆々の人がいてもひょっとするとその人は力

がないかもしれません。重い物を持ち上げることによって明らかになるのです。そのように御霊の

賜物ははっきりと用いることによって明らかにされるのです。そして、用いるために与えられてい

るのです。 

 皆さん、賜物を用いておられますか？このように問うと「いや、確かに賜物が与えられているこ

とは分かった。みことばがそのように教えてくれていることも分かった。でも、私の賜物は何か分

かりません。」と答える方がいるかもしれません。ここにおられる皆さんの中で、自分自身が明確

に「はい、私はこんな賜物を持っています」と真っ直ぐに手を挙げることができる人はどれぐらい

おられるでしょう？多くの人が「どうだろう…？」と考えるのではないかと思います。でも、自分

の賜物を知っておくことは必要です。自分はこんなものを持っているからこのような働きができる

と言えるのです。では、私たちはどうすればいいのでしょう？「分からないから何もできません。

確かに何かあるでしょうが、分からないからどうしようもないです。」で終わってしまってはいけ

ないのです。皆さんぜひ、主のために何ができるのか、どんなことができるか、教会のためにどん

なことができるのか、また、周りにいる兄弟姉妹のために私はどんなことができるだろうかと考え

てみてください。そして、何かできること気づいたことがあれば、そこから主のために働き、力を

用いていってくださればと思います。そうすることによって、私はこんなことができた、神さまは

こんなにすごい賜物を私に与えてくださっていたと、そのように気づくことになるかもしれません。

また、ぜひ周り人たちにも「私の賜物は何でしょう？」と聞いてみてください。そして、聞かれた

人は真剣に考えてぜひ伝えてあげてください。それによって自分がどんな賜物を持っているのかと

いうことを理解してくださればと思います。また、どんなことができるかな？こんなことができる

かな？と考える時、今こういう必要があると思うけれど私にはとてもできないとなったとき、他の

兄弟姉妹たちに「教会のことを思う時、このような働きがあるけれどどうですか？」と話してみて

ください。ひょっとすると、それを聞いた人が「それは私とても得意です！」と答えてくれるかも

しれません。 

つまり、賜物というのは、先ほど見たように、ひとり一人に違うものを与えてくださっているわ

けです。自分が持っていないものは当然、他の人が持っているわけで、それを用いるために与えら

れているのです。また、先ほど見たように、力とは考える力、実際に行なう力がありました。ある

人はしっかりと考える、そして、ある人はそれを行なうと、いろいろな賜物があるわけですから、

そのようであってもいいわけです。いずれにしても、賜物は用いて行く必要があるのです。ペテロ

はⅠペテロ４：１０で「「「「それぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれが賜物賜物賜物賜物をををを受受受受けているのですからけているのですからけているのですからけているのですから、、、、神神神神のさまざまなのさまざまなのさまざまなのさまざまな恵恵恵恵みのみのみのみの良良良良いいいい管理者管理者管理者管理者としてとしてとしてとして、、、、

そのそのそのその賜物賜物賜物賜物をををを用用用用いていていていて、、、、互互互互いにいにいにいに仕仕仕仕ええええ合合合合いなさいいなさいいなさいいなさい。」。」。」。」と賜物について述べています。つまり、「「「「良良良良いいいい管理者管理者管理者管理者」は「「「「そそそそ

のののの賜物賜物賜物賜物をををを用用用用いていていていて、、、、互互互互いにいにいにいに仕仕仕仕ええええ合合合合うううう」」」」ことをしっかりと理解しているのです。兄弟姉妹たちがお互いどう

し賜物を用い合って行くこと、そのことが記されているのです。 

３３３３））））教会教会教会教会のののの益益益益となるためにとなるためにとなるためにとなるために与与与与えられたえられたえられたえられた賜物賜物賜物賜物    

例えば教会で互いに仕え合う時、そこに何が起こるでしょう？お互いの足りないところを補って

仕え合っていく時、そこに全体の益というもの、つまり、教会の益が現われて来るわけです。だか

ら、パウロはそのことも教えていることが分かります。賜物とはどのようなものかという三つ目の

ことは、教会の益となるために与えられた賜物、その賜物を活用して行く、つまり、「教会の益と

なるために賜物は与えられている」ことです。７節に「「「「みみみみなのなのなのなの益益益益となるためにとなるためにとなるためにとなるために、、、、」」」」と記されています。

「「「「みなみなみなみな」」」」とは全体です。教会の益、そのためであると言います。また、Ⅰコリント１２：１２には「「「「でででで

すからすからすからすから、、、、ちょうどちょうどちょうどちょうど、、、、からだがからだがからだがからだが一一一一つでもつでもつでもつでも、、、、それにそれにそれにそれに多多多多くのくのくのくの部分部分部分部分がありがありがありがあり、、、、からだのからだのからだのからだの部分部分部分部分はたといはたといはたといはたとい多多多多くあってもくあってもくあってもくあっても、、、、そのそのそのその全部全部全部全部

がががが一一一一つのからだであるようにつのからだであるようにつのからだであるようにつのからだであるように、、、、キリストキリストキリストキリストもそれともそれともそれともそれと同様同様同様同様ですですですです。」。」。」。」と記されています。先ほど、「賜物の原則」

のところで見たのは、キリスト、主に仕えることが賜物の原則だったわけです。では、その主に仕

えることはどういうことでしょう？主にはからだがある、そのからだとは同じ１２：２７を見ると

「「「「あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたはキリストキリストキリストキリストのからだであってのからだであってのからだであってのからだであって、、、、ひとりひとりはひとりひとりはひとりひとりはひとりひとりは各器官各器官各器官各器官なのですなのですなのですなのです。」。」。」。」と記されています。つまり、

クリスチャンひとり一人は「「「「キキキキリストリストリストリストのからだであってのからだであってのからだであってのからだであって」」」」、キリストがかしらであり、そして、その一

人ひとりは各器官であって、それぞれの器官としての働きを持っている、からだのそれぞれの賜物



を持っていると言います。    

 キリストのために仕えるということはこのからだに仕えることと同じなのです。私たちは与えら

れている賜物を用いているでしょうか？教会の益となるために用いているでしょうか？そのことを

一人ひとりがしっかり考える必要があるのです。泉佐野の教会のメンバーで入院されている方がお

られますが、先日、その病院にお見舞いに行った時のことです。ちょうど入院されている方のご主

人が来られていました。ご主人はクリスチャンではないのですが、非常にうれしそうに私に笑顔で

話しかけてくださいました。教会のメンバーのある方が家内が入院していることで家に葉書を送っ

てくださったのです、本当に嬉しいことですと言われたのです。それを聞いた時に、私は送ってく

ださった姉妹が自分の決めたことを本当に実践しておられると感じたのです。それは、毎年１月に

泉佐野の教会では新年交わり会をもっていっしょに食事をするのですが、その時、今年はぜひ何か

主のためにできることを証しましょうという機会を持ちました。そこでその姉妹は「では、今年は

私は落ち込んでいる人や病んでいる人に葉書や手紙で何か書くことによって励ましを与えることが

できるように、そんな働きをぜひしたいと思います」と言われたのです。まさに、その通りに入院

されている方のご家族に葉書を送っているということを知って、その姉妹が与えられた賜物、自分

が考えたことをしっかりと忠実に行なっておられると、私は物すごくうれしく神を称えることがで

きました。 

 「「「「みみみみなのなのなのなの益益益益」」」」、「兄弟姉妹のために」ということですが、思いつくままに何をしてもいいのでしょ

うか？それはしっかりと考える必要があります。今紹介したのは、鉛筆によって人を励ますという

働きでした。ある人は「私は筆不精でペンを執ることは苦手です。でも、私はこの口をもって人を

励ますことが得意で大好きです。」と出かけて行って、実際に人を励ます働きをしようと思うかも

しれません。でも、よく考えなければいけません。入院されている方はどこかが悪いから入院され

ているわけですから、疲れている場合もあるわけです。そのようなところに励ましに行って、例え

ば２～３時間も延々と話をするならどうでしょう？確かに、その人は善意を持って喜んでしようと

するわけですが、聞いている人にとっては本当に感謝だけれども聞き続けているのはしんどい、も

う帰ってもらえないかなぁと思ってもなかなかそのように言えないわけです。私たちが賜物を用い

て何かをしようとする時、それはあらゆる面で徳になることか、すべての人の益となることかとい

うことを考える必要があるのです。何をしてもいいというわけではないのです。 

 また、決して「私はこんな賜物を持っているからもうこれで十分だ」と現状で満足することがあ

ってはいけません。パウロはこの同じⅠコリント１４：１２でこのように記しています。「「「「あなたがあなたがあなたがあなたが

たのばあいもたのばあいもたのばあいもたのばあいも同様同様同様同様ですですですです。。。。あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは御霊御霊御霊御霊のののの賜物賜物賜物賜物をををを熱心熱心熱心熱心にににに求求求求めているのですからめているのですからめているのですからめているのですから、、、、教会教会教会教会のののの徳徳徳徳をををを高高高高めるためにめるためにめるためにめるために、、、、それそれそれそれ

がががが豊豊豊豊かにかにかにかに与与与与えられるようえられるようえられるようえられるよう、、、、熱心熱心熱心熱心にににに求求求求めなさいめなさいめなさいめなさい。」。」。」。」、確かに、賜物をもっと与えられるようにと願うわけで

すが、そこで注意しておかなければいけないことは「教会の徳を高める」ことです。自分が良く思

われるために、自己誇示をするために与えてくださいではありません。しっかり教会の徳を高める

ために「「「「豊豊豊豊かかかかにににに与与与与えられるようえられるようえられるようえられるよう、、、、熱心熱心熱心熱心にににに求求求求めなさいめなさいめなさいめなさい。」。」。」。」、より多くの賜物を熱心に求めて行きなさいと教

えてくれているのです。    

 皆さんは神から与えられた賜物を正しく理解していたでしょうか？そして、正しく用いておられ

ますか？今日は賜物について学んで来ました。賜物には三つの原則があり、それは御霊によって無

償で与えられるもので、主に仕えるために与えられ、そして、その力は神が与えてくださっている

と。そして、賜物の活用を見る時、ひとり一人に与えられていること、その賜物を用いること、そ

して、使わなくてもいいのではなくしっかりと用いるためであり、用いる時は教会の益となるため

に与えられている、それが賜物だということです。神はあなたにすばらしい賜物を与えてくださっ

ています。それは用いるためです。 

最後に、皆さんが親しい愛する人に何かプレゼンをあげる時、例えばそれが何か身につける装飾

品であった時、冒頭にも言いましたが、こんなのが似合うかなと考えます。そして、あげたとき相

手がどのようにしてくれることが一番うれしいですか？もらったから大切なものだからとタンスの

一番底にしまっておかれるのではなく、それを身につけて用いてもらっているならうれしいもので

す。その人のことを心から思ってプレゼントしたならなおさら「使ってくださっている！」と喜び

を得ることができるわけです。では、神が与えてくださった賜物をあなたはしっかりと用いておら

れるでしょうか？もし、用いておられないなら神のすばらしい恵みを無駄にしてしまっていること

になるのです。そうではなく、皆さんぜひ、あなたに与えられた神からのすばらしいプレゼントで



ある賜物を、主のために、教会のために、ぜひ用いていっていただければと思います。 

 


